
 

 

 

 

 

 

 

学年最後の姿を思い描きながら成長を目指す学期に ～３学期スタート～ 

２０日間の冬季休業が終わり、１月１５日（水）から今年度最後の学期となる３学期が始まりました。始業

式では各学年の代表と生徒会役員から、学年・生徒会としての目標、そして自分自身の抱負が話されました。 

【第１学年代表】 

３学期は２学期以上に期末テストに力を入れたい。３年生を送る会では、３年生が

楽しめるようなものになるよう１年生みんなで考えていきたい。 

【第２学年代表】 

学級の目標である「お互いの考えを伝え合いながら協力する」ことを実行し、

３年生を送る会がより良いものになるよう進めていきたい。また規則正しい

生活を心がけたい。 

【第３学年代表】 

体と心の健康に気をつけるとともに、３年生は受験に向け、そして１・２年生は一

つ上の学年に上がることを意識して勉強に取り組んでもらいたい。 

【生徒会役員】 

２学期に行った生徒会集会で皆さんから出された、たくさんの「ふわふわ言葉（気

持ちの良い言葉）」を３学期は使い、明るい学校を目指していきたい。一か月半で

次の学年となる。その準備のとなる３学期になるよう心掛けてほしい。 

学年の締めくくりとなる３学期に向けた各学年・生徒会の代表挨拶。それぞれが「次の学年・進路に向けて

大切な一学期であること」を自覚した、立派な挨拶でした。 

 

…３学期始業式の校長挨拶（教頭代理）では「先見の明」という言葉を紹介しました。「将来を見据える力」

を身に付けてほしいこと、そのためには「がんばる（何事も全力で取り組む）」「ねばる（諦めずに挑戦し続け

る）」ことを忘れず、３学期最後の登校日の姿（目標）を思い描きながら過ごすことが大切であると伝えまし

た。そして、何よりも心がけてほしいこととして心と体の健康、「命を大切にすること」を伝えております。

「ありがとう」と「ごめんなさい」が言えること（相手に思いやりの心をもち、素直に感謝や謝罪の気持ちを伝

えること）によって、全校生徒が毎日を気持ちよく過ごすことができるものと考えております。生徒にとって、

これから必要とされる力の育成とともに、誰一人取り残すことなく、安心安全な学校生活を送れるよう見守っ

てまいります。３学期も地域・保護者の皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。 
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２月の行事予定 
2月 03日(月)委員会 

2月 15日(水)１・２年学力テスト 

2月 17日(金)参観日・懇談会 

2月 11日(火)建国記念の日 

2月 12日(水)小６登校日・新入生保護者説明会 

 

★★★★★★★★★★★★★★ 

2月 23日(日)天皇誕生日 

2月 24日(月)振替休日 

2月 25日(火)委員会 

テスト前部活動中止(～3/3) 

2月 26日(水)１年ＡＰＲ 

＜スクールカウンセラー ２月来校日＞ 

2月7日（金）    2月14日（金）  2月21日（金）  2月28日（金） 

面談を希望される方は、お気軽に学校へお問い合わせください。（TEL２８－２７６３） 

より良い教育活動のために ～１１月学校評価について～ 
 

７月に引き続き、１１月に実施した保護者・生徒・教職員を対象とした学校評価について、今回の結果から

見られた成果や改善すべき点について主なものをお伝えいたします。 

【成果の見られる項目】 

保護者「先生方は、お子さんのよさや可能性を伸ばそうと指導してくれていると思いますか。」 

→肯定的な意見の割合：86.4％（１９人／２２人回答） 

生 徒「先生たちは、あなたのよさや可能性を伸ばそうと指導してくれていると思いますか。」 

→肯定的な意見の割合：97.4％（３８人／３９人回答） 

教職員「生徒のよさや可能性を伸ばそうと指導している。」 

→肯定的な意見の割合：100％（９人／９人回答） 

 保護者・生徒・教職員の三者のいずれも高い割合になっています。生徒にとって１００％であるべき項目

であることから、今後も生徒に寄り添い、一人一人を見守りながら指導してまいります。 

【改善が必要な項目】 

保護者「お子さんは、元気のよい挨拶や返事、また整理整頓ができていますか。」 

→肯定的な意見の割合：50.0％（１１人／２２人回答） 

生 徒「あなたは、元気のよい挨拶や返事、また整理整頓ができていますか。」 

→肯定的な意見の割合：92.3％（３６人／３９人回答） 

教職員「挨拶、返事、整理整頓を中心とした社会の一員としての自覚の高揚に向けた指導を行っている。」 

→肯定的な意見の割合：88.9％（８人／９人回答） 

保護者と生徒・教職員の回答に差があり、学校だけではなく、あらゆる場面において元気な挨拶・返事等が

できることが大切であると考えます。学校として今まで以上に地域・家庭と連携し改善を図ってまいりたいと

考えておりますので、ご理解・ご協力くださいますようお願いいたします。 

 

他に「自由記述」には「上級生から下級生への嫌がらせがあるのではないか」「下校時にスケボーを乗って

いる生徒を見かけた。いつから学校に持ってきてよいことになったのか」というご指摘をいただきました。

嫌がらせについては、学校で生徒・保護者に聞き取りをしたところ「じゃれ合いだった」と確認しましたが、

相手が不快に思うことは絶対にしないよう指導し、現在も見守りを続けております。また、スケートボード

を持ってくることは学校として禁止しており、登下校はもちろん、日常の乗り方についても生徒に考えさせ

る機会を設けました。スケートボードに限らず自転車の乗り方等、生徒への安全指導については徹底・継続

して行ってまいります。他には「ネットトラブルに備えた教育、メリット、デメリットの教育を強化してほ

しい。」とのご要望もありました。学校といたしましても「ネットトラブルに関わる教育」は大切なことと考

えております。学校として、関係機関との連携を図りながら生徒への指導を行ってまいりますので、保護者

の皆様におかれましてもご理解いただき、ぜひご家庭でもご指導くださいますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


